
「フロイスーその死、書き残さずー」観劇                2025.3.26. 

 

 息子の妻が昨日、こまつ座公演「フロイスーその死、書き残さずー」に招待

してくれました。紀伊國屋サザンシアターに勇んで出かけました。 

舞台は簡素であり、登場人物は 6人というこぢんまりしたもので、セリ

フ劇のようにも感じますが、それだけに、セリフの一つ一つに興味を掻き立

てられました。俳優の美しさにも目が離せず、終演後にはちょっとした疲労

感をも感じました。なかなか興味深い作品でした。 

イエズス会の司祭であるフロイスは 1563 年 31 歳のときに、ザビエル

の遺志を受けて、キリスト教布教と、報告書を認める書記として、長崎

の横瀬浦にやって来ました。そこには 18 年前にザビエルに従ってやって

来て、そのまま日本に留まっていたフェルナンデス司祭がおりました。

フロイスに日本語を教えたフェルナンデスはザビエルに絶対的に忠実

で、清貧、貞潔、従順な修道僧でした。日本は戦国時代のただ中にあ

り、領主同士の戦いがあり、武士は殺し合いに駆り出され、庶民は貧

困、混乱、暴力、命の危険にたえず晒されていました。日本ではキリス

ト教は外来宗教であり、貿易での利用価値しかありませんでした。 

 

フロイス像 坂井公明

（長崎・横瀬浦公園） 

布教活動は困難を極め、貧しいままでした。フロイスはまだ、日本語が十分ではありません

が、神父として働きながら、キリシタンとなった領主、武士、庶民と交流していきます。横瀬

浦に住む 4人の貧しい庶民が近づいてきます。領主に従ってキリシタンになった下級武士、貿

易のおこぼれにありつきたい漁師、素朴で人情に厚い主婦、男に捨てられ、子を処分しなけれ

ば生きられなかった若い娘です。彼らは教会が教える神と日本の神々や仏とどう違うのかを理

解できません。上の人から教えられれば、その通りに受け入れます。苦難から救い出し、幸運

をもたらすものを神と崇めるのが日本人でした。けれどもこの時代、彼らは地上になんの幸せ

もなく、パライソ（天国）での平穏が希望と思えるだけです。 

彼らはフロイスやフェルナンデスに関わり、生き方に惹かれ、生きる道を求めて、必死でキ

リスト教の交わりの中に、救いを求めていきます。一方、権力者側も生き残る道を求めていき

ます。秀吉のバテレン追放に始まり、最終的に家康のキリシタン禁制の世となりました。当然

のようにキリシタンへの弾圧、迫害が起きて行きます。キリシタンには死の苦しみが待ち受け

ています。日本人キリシタンは「神はいるのか？」と問うのです。神に祈り続けてきたフロイ

スは答えを求められ、困惑します。神に自分の文筆の才能を捧げて、書記としての使命を誓っ

て、これまで生きて来て、それに従って生きることがフロイスの幸いだったのです。横瀬浦の

人々はフロイスやフェルナンデスと共に生きてきて、その祈りと執り成しの中で、愛され、大

切に受け止められたことを感謝して、死んで行きました。フロイスは神の名のもとに死んでい

った人々の死を殉教と受け止めて、紙にも、心にも深く刻みます。そして幕となりました。 

芝居を見つつ、いまだかつて、神を見た者はいない。父のふところにいる独り子である神、

この方が神を示されたのである。（ヨハネ 1：18）の聖句が思い浮かび、神を見るのは祈りにお

いて、イエス・キリストと共にある愛の交わりの中においてであると感じさせられました。 


